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一　
は
じ
め
に
　
現
在
本
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
関
西
大
学
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
の
な
か
に
、
岡
山
県
笠
岡
市
西
大
島
に
所
在
す
る
津
雲
貝
塚
出
土
と
さ
れ
る
資
料
が
あ
る
。
本
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
社
長
で
あ
っ
た
本
山
彦
一
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
を
、
本
学
教
授
で
あ
っ
た
末
永
雅
雄
先
生
が
整
理
さ
れ
、
そ
の
縁
で
関
西
大
学
が
寄
贈
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。
本
山
氏
は
考
古
学
に
深
い
関
心
を
も
た
れ
、
自
身
で
も
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
小
稿
で
扱
う
津
雲
貝
塚
の
発
掘
は
、
大
阪
府
藤
井
寺
市
国
府
遺
跡
、
山
口
県
下
関
市
長
府
鋳
銭
跡
遺
跡
の
発
掘
と
と
も
に
、
本
山
氏
自
身
が
三
大
発
掘
と
い
わ
れ
て
い
る
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
こ
の
津
雲
貝
塚
出
土
の
資
料
の
な
か
で
も
縄
文
時
代
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
資
料
を
取
り
上
げ
、
解
説
お
よ
び
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。
二　
津
雲
貝
塚
発
掘
調
査
史
抄
　
津
雲
貝
塚
は
岡
山
県
笠
岡
市
西
大
島
に
所
在
し
、
縄
文
時
代
後
・
晩
期
を
主
体
と
す
る
貝
塚
で
あ
る
。
約
一
八
○
体
も
の
人
骨
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
で
も
著
名
で
あ
り
、
形
質
人
類
学
的
な
方
法
に
よ
り
当
時
の
縄
文
人
の
特
質
を
解
明
す
る
上
で
も
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。
当
遺
跡
は
、
明
治
三
年
に
該
地
で
堤
防
工
事
が
施
工
さ
れ
た
際
に
、
多
量
の
土
器
・
貝
殻
・
人
骨
片
等
が
出
土
し
た
こ
と
で
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
大
正
四
年
二
月
に
は
鳥
居
龍
蔵
氏
が
発
掘
を
行
い
、
人
骨
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
土
器
・
貝
殻
・
獣
骨
等
が
出
土
し
た
と
い
う
。
　
津
雲
貝
塚
の
発
掘
に
関
す
る
記
事
が
初
め
て
新
聞
紙
上
に
現
わ
れ
る
の
は
、
大
正
四
年
八
月
十
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
お
い
て
で
あ 
り 
、
そ
の
後
も
多
く
の
研
究
者
に
　
①
よ
り
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
き
た
（
表
１
）。
し
か
し
、
そ
の
調
査
成
果
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
一
九
〜
二
一
年
（
大
正
八
〜
十
年
）
に
か
け
て
清
野
謙
次
博
士
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
四
次
に
わ
た
る
発
掘
調
査
に
関
し
て
の
み
で
あ 
る 
。
　
②
こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
一
〜
三
次
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
は
『
備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
発
掘
報
告
』（
島
田
・
清
野
・
梅
原
一
九
二
○
）
と
し
て
京
都
大
学
考
古
学
教
室
か
ら
出
版
さ
れ
て
お
り
、
第
四
次
調
査
に
関
し
て
は
、『
日
本
貝
塚
の
研
究
』
（
清
野
一
九
六
八
）
の
中
で
そ
の
概
要
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
　
津
雲
貝
塚
は
、
北
側
に
丘
陵
を
負
い
、
前
面
に
沖
積
平
野
を
望
む
緩
や
か
な
傾
斜
地
に
立
地
す
る
。
こ
の
沖
積
平
野
は
当
時
は
海
で
あ
り
、
貝
塚
は
海
岸
に
面
し
標
高
約
一
○
の
所
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
清
野
博
士
が
実
施
し
た
発
掘
調
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一
三
三
関
西
大
学
博
物
館
所
蔵
の
津
雲
貝
塚
出
土
資
料
山　
下　
大　
輔
査
は
、
南
北
約
一
七
、
東
西
約
三
五
に
わ
た
る
範
囲
で
行
わ
れ
た
（
第
１
図
）。
　
本
調
査
区
に
お
け
る
層
序
は
、
ま
ず
表
土
が
あ
り
、
黒
色
土
、
貝
層
、
黒
色
土
、
最
下
層
に
は
粘
土
層
が
堆
積
す
る
。
遺
跡
が
緩
斜
面
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
調
査
区
の
中
に
は
貝
層
の
存
在
し
な
い
地
点
が
認
め
ら
れ
、
各
層
の
堆
積
状
態
は
若
干
異
な
る
が
、
基
本
的
な
層
序
に
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
表
土
は
攪
乱
層
で
あ
り
、
獣
骨
・
貝
殻
・
土
器
片
な
ど
が
若
干
み
ら
れ
る
。
上
層
の
黒
色
土
層
か
ら
は
少
量
の
土
師
器
、
弥
生
土
器
、
縄
文
土
器
が
出
土
し
、
貝
層
か
ら
は
縄
文
土
器
の
み
が
出
土
し
て
い
る
。
粘
土
層
は
無
遺
物
層
で
あ
る
。
　
清
野
博
士
が
関
わ
っ
た
四
次
に
わ
た
る
調
査
に
お
い
て
、
人
骨
は
六
四
体
検
出
さ
れ
て
い 
る 
。
そ
の
う
ち
、
腰
飾
を
伴
う
も
の
は
三
例
、
貝
輪
を
前
膊
部
に
装
着
し
て
　
③
い
た
例
は
九
例
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
貝
輪
を
は
め
込
ん
で
い
た
九
体
の
人
骨
の
う
ち
、
第
三
六
号
人
骨
以
外
の
八
体
が
女
性
で
あ
る
。
人
骨
は
上
層
の
黒
色
土
か
ら
も
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
貝
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
　
土
器
、
人
骨
以
外
の
出
土
遺
物
と
し
て
は
石
器
・
骨
角
器
・
獣
骨
・
貝
製
品
・
貝
殻
・
土
製
飾
玉
・
土
偶
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
土
器
に
比
べ
そ
の
数
は
多
く
な
い
。
石
器
は
四
次
の
調
査
を
と
お
し
て
約
三
○
点
ほ
ど
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
石
鏃
、
凹
石
、
磨
製
石
斧
、
石
錘
、
砥
石
、
磨
石
、
石
包
丁
な
ど
で
あ
る
。
骨
製
品
と
し
て
は
鹿
角
製
耳
飾
、
鹿
角
製
腕
飾
、
腰
飾
、
骨
製
釣
針
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
貝
輪
が
九
体
の
人
骨
に
は
め
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。
貝
類
に
関
し
て
は
、
セ
タ
シ
ジ
ミ
や
ハ
マ
グ
リ
な
ど
一
三
種
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
獣
骨
は
主
に
シ
カ
お
よ
び
イ
ノ
シ
シ
の
も
の
で
あ
る
。
　
以
上
、
調
査
成
果
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
清
野
氏
が
実
施
し
た
四
次
の
調
査
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
て
き
た
。
津
雲
貝
塚
は
、
出
土
し
た
多
数
の
人
骨
か
ら
導
き
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四
表１　津雲貝塚発掘調査歴
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一
三
五
第１図　津雲貝塚発掘地域図（島田・清野・梅原１９２０より転載）
出
さ
れ
る
数
々
の
情
報
の
重
要
性
の
み
な
ら
ず
、
大
量
に
出
土
し
て
い
る
土
器
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
遺
物
に
伴
っ
て
検
出
さ
れ
た
多
種
多
様
な
獣
骨
、
貝
類
、
石
器
類
は
当
時
の
人
々
の
技
術
お
よ
び
生
業
形
態
を
復
元
す
る
際
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
当
貝
塚
は
、
そ
の
重
要
性
を
正
当
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
調
査
に
お
い
て
出
土
し
た
人
骨
に
関
し
て
は
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
詳
し
く
は
述
べ
な 
い 
。
　
④
三　
岡
山
県
津
雲
貝
塚
出
土
資
料
　
現
在
関
西
大
学
博
物
館
が
所
蔵
し
、
今
回
図
化
し
得
た
津
雲
貝
塚
出
土
資
料
の
総
数
は
六
○
点
で
あ 
る 
。
そ
の
内
訳
は
乳
児
甕
棺
一
点
（
完
形
復
元
）、
甕
被
葬
に
使
　
⑤
用
さ
れ
た
甕
一
点
（
復
元
）、
土
器
片
三
三
点
（
底
部
七
点
を
含
む
）、
石
器
類
二
二
点
、
土
偶
頭
部
一
点
、
貝
輪
二
点
で
あ
る
。
　
以
下
、
実
測
図
の
番
号
に
従
い
、
各
資
料
に
つ
い
て
詳
細
に
観
察
す
る
。
　
１
は
中
に
乳
児
骨
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
甕
棺
で
あ
る
（
本
山
番
号
五
九
六
）。
口
縁
部
径
四
○
・
三
㎝
、
高
さ
四
四
・
八
㎝
を
測
る
粗
製
の
深
鉢
形
土
器
で
あ
る
。
胴
部
は
若
干
張
り
、
頸
部
が
や
や
屈
曲
し
て
お
り
、
口
縁
に
向
か
い
緩
く
外
反
し
な
が
ら
立
ち
上
が
る
。
口
縁
端
部
に
は
箆
状
工
具
に
よ
り
刻
目
を
施
し
、
現
在
で
は
一
基
し
か
残
存
し
て
い
な
い
が
、
実
測
図
で
は
三
基
の
横
長
長
方
形
の
突
起
を
有
す
る
も
の
と
し
た
。
口
縁
か
ら
頸
部
に
か
け
て
の
外
面
は
、
二
枚
貝
条
痕
に
よ
る
調
整
を
施
し
、
胴
部
は
二
枚
貝
を
立
て
、
そ
の
腹
縁
部
で
器
面
を
撫
で
て
調
整
し
て
い
る
。
断
面
Ｕ
字
の
太
い
沈
線
に
よ
り
、
頸
部
と
胴
部
が
区
画
さ
れ
る
。
底
部
付
近
は
下
か
ら
上
に
向
っ
て
二
枚
貝
条
痕
を
施
す
。
底
部
は
段
を
も
つ
凹
底
を
呈
す
。
内
面
は
口
縁
部
直
下
に
一
本
の
断
面
Ｕ
字
の
沈
線
を
施
す
が
、
こ
れ
は
口
縁
内
面
を
全
周
す
る
も
の
で
は
な
く
、
施
さ
な
い
部
分
も
確
認
で
き
る
。
内
面
は
全
体
的
に
丁
寧
な
ナ
デ
調
整
を
施
し
、
接
合
線
が
数
本
確
認
で
き
る
。
器
面
は
丁
寧
に
調
整
さ
れ
て
お
り
、
平
滑
で
あ
る
。
底
部
に
向
か
っ
て
器
壁
は
厚
く
な
り
、
底
部
付
近
の
内
面
は
オ
サ
エ
に
よ
っ
て
調
整
し
、
凹
凸
が
目
立
つ
。
時
期
は
晩
期
前
半
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
乳
児
甕
棺
に
は
先
述
の
よ
う
に
突
起
は
一
基
し
か
遺
存
し
て
い
な
い
が
、
口
縁
端
部
を
観
察
す
る
と
、
口
縁
を
三
等
分
す
る
位
置
に
刻
目
が
施
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
遺
存
す
る
突
起
の
内
面
に
は
竹
管
に
よ
り
Ｃ
字
の
刺
突
文
を
二
段
に
わ
た
り
施
し
、
下
段
の
刺
突
文
を
突
起
部
下
半
か
ら
口
縁
部
に
わ
た
り
割
り
印
の
よ
う
に
施
し
て
い
る
。
残
り
の
二
箇
所
の
刻
目
を
施
さ
な
い
口
縁
内
面
に
も
同
様
の
Ｃ
字
刺
突
文
が
半
分
だ
け
確
認
で
き
る
。
遺
存
す
る
一
基
の
突
起
部
同
様
に
、
残
り
の
二
箇
所
に
も
突
起
を
有
し
、
内
面
に
は
Ｃ
字
の
刺
突
文
を
施
し
て
い
た
が
何
ら
か
の
理
由
で
剥
離
し
た
た
め
、
刺
突
文
の
み
が
遺
存
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
下
部
に
は
、
口
縁
端
部
と
突
起
を
貼
り
付
け
る
た
め
に
粘
土
を
下
か
ら
上
に
摘
み
上
げ
た
痕
跡
が
隆
帯
状
に
残
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
当
初
三
基
あ
っ
た
突
起
の
内
二
基
は
す
で
に
欠
損
し
、
残
り
の
一
基
の
み
が
遺
存
す
る
も
の
と
考
え 
る 
。
さ
ら
に
、
刻
目
を
施
さ
な
い
口
縁
端
部
は
、
そ
の
状
態
お
よ
び
色
調
が
　
⑥
他
の
部
分
と
比
較
し
て
も
自
然
で
あ
る
た
め
、
三
基
あ
っ
た
内
二
基
の
突
起
は
焼
成
段
階
で
剥
離
・
欠
損
し
た
も
の
と
考
え
る
。
　
ま
た
、
石
野
博
信
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る 
が 
、『
本
山
考
　
⑦
古
室
要
録
』
で
は
、
こ
の
幼
児
甕
棺
の
出
土
状
況
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
京
大
報
告
書
の
図
版
第
一
一
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
で
あ
り
、
土
器
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一
三
六
自
体
の
比
較
か
ら
、
当
甕
棺
と
は
異
な
る
個
体
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、
大
串
菊
太
郎
氏
の
論
考
（
大
串
一
九
二
○
）
第
二
二
項
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
第
六
号
乳
児
骨
を
埋
葬
し
た
と
さ
れ
る
甕
の
出
土
状
況
写
真
（
第
２
図
）
を
観
察
す
る
と
、
土
器
の
形
態
か
ら
当
甕
棺
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
当
甕
棺
は
、
大
正
八
年
七
月
、
大
串
菊
太
郎
氏
の
第
三
回
目
の
発
掘
調
査
の
際
に
出
土
し
た
甕
棺
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
２
は
土
器
器
面
に
「
二
号
人
骨
頭
蓋
ヲ
覆
ヒ
ア
リ
シ
土
器
」
と
表
記
さ
れ
た
深
鉢
形
土
器
で
あ
る
（
本
山
番
号
五
九
九
）。
口
縁
部
径
三
四
㎝
を
測
り
、
口
唇
部
に
は
刻
目
が
施
さ
れ
る
。
実
測
図
は
胴
部
の
一
部
お
よ
び
底
部
を
欠
く
の
み
で
、
ほ
ぼ
完
形
に
復
元
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
口
縁
部
に
つ
い
て
は
約
六
分
の
一
し
か
残
存
し
て
お
ら
ず
、
全
体
で
も
そ
の
多
く
の
部
位
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
推
定
復
元
を
行
っ
た
。
　
器
形
は
口
頸
部
と
胴
部
に
二
分
さ
れ
る
器
形
と
な
り
、
胴
部
が
緩
く
張
り
、
口
縁
部
に
向
か
っ
て
若
干
外
反
し
な
が
ら
立
ち
上
が
っ
て
い
く
。
底
部
は
欠
損
し
て
い
る
が
お
そ
ら
く
凹
底
を
呈
す
も
の
と
考
え
る
。
口
唇
部
の
刻
目
は
○
・
五
〜
一
㎝
程
度
の
間
隔
で
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
断
面
は
レ
お
よ
び
Ｖ
字
を
呈
す
。
外
面
は
口
縁
部
直
下
か
ら
頸
部
に
か
け
て
巻
貝
条
痕
で
調
整
さ
れ
て
い
る
。
胴
部
は
巻
貝
条
痕
後
ナ
デ
調
整
が
施
さ
れ
て
お
り
全
体
的
に
粗
雑
で
あ
る
。
内
面
口
縁
部
直
下
に
は
強
い
横
方
向
の
ナ
デ
が
施
さ
れ
、
一
本
の
凹
線
状
を
呈
す
。
口
縁
部
か
ら
頸
部
に
か
け
て
は
オ
サ
エ
に
よ
り
調
整
さ
れ
て
お
り
、
凹
凸
が
目
立
つ
。
胴
部
か
ら
底
部
に
か
け
て
は
丁
寧
な
ナ
デ
調
整
で
比
較
的
平
滑
で
あ
る
。
時
期
は
晩
期
前
半
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
甕
被
葬
は
大
阪
府
国
府
遺
跡
例
が
著
名
で
あ
る
が
、
大
串
菊
太
郎
氏
の
論
文
中
に
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一
三
七
第２図　大串氏発掘津雲第六号人骨出土状況（大串１９２０より転載）
「
頭
部
を
保
護
す
る
為
め
に
用
い
た
る
土
器
の
破
片
は
、
津
雲
地
方
に
も
其
類
似
品
を
有
し
て
居
る
。」（
大
串
一
九
二
○
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
津
雲
貝
塚
で
も
検
出
が
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
具
体
的
に
そ
の
発
掘
者
、
発
掘
年
あ
る
い
は
出
土
状
況
な
ど
に
関
し
て
詳
細
な
記
録
が
な
い
た
め
、
そ
の
特
定
は
難
し
い
。
　
３
〜
５
は
晩
期
前
半
の
黒
色
磨
研
浅
鉢
に
相
当
す
る
土
器
群
で
あ
る
。
３
は 
形
の
浅
鉢
と
考
え
ら
れ
、
外
面
に
は
四
本
の
断
面
Ｕ
字
を
呈
す
る
凹
線
を
施
す
。
器
面
は
丁
寧
に
磨
い
て
調
整
し
て
い
る
。
内
面
も
全
体
的
に
丁
寧
に
磨
い
て
お
り
、
平
滑
で
黒
色
を
呈
す
る
。
４
は
黒
色
磨
研
浅
鉢
で
、
復
元
す
る
と
口
縁
部
径
三
一
・
八
㎝
を
測
る
。
器
形
は
胴
部
が
強
く
張
り
、
口
縁
に
向
か
い
緩
や
か
に
外
反
し
な
が
ら
立
ち
上
が
り
、
口
縁
端
部
付
近
で
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
。
口
唇
部
は
丸
み
を
帯
び
る
。
内
外
面
と
も
に
丁
寧
に
磨
き
黒
色
を
呈
す
。
胎
土
中
に
は
直
径
○
・
五
㎜
以
下
の
金
雲
母
と
白
色
砂
粒
を
多
少
含
む
。
５
も
黒
色
磨
研
浅
鉢
で
、
口
縁
は
径
一
八
・
八
㎝
を
測
る
。
胴
部
は
張
り
、
頸
部
か
ら
口
縁
部
に
か
け
て
外
反
す
る
。
口
縁
端
部
の
立
ち
上
が
り
は
み
ら
れ
な
い
。
内
面
の
口
縁
部
直
下
に
は
一
本
の
凹
線
を
施
す
。
内
外
面
と
も
に
丹
念
に
磨
き
黒
色
を
呈
す
。
胎
土
中
に
は
直
径
一
㎜
以
下
の
角
閃
石
と
白
色
砂
粒
を
多
少
含
む
。
　
６
お
よ
び
７
は
後
期
末
〜
晩
期
前
半
に
比
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
深
鉢
形
土
器
で
あ
る
。
６
は
粗
製
の
深
鉢
で
、
口
縁
部
が
他
の
部
分
に
比
べ
若
干
肥
厚
す
る
。
外
面
は
巻
貝
条
痕
で
調
整
し
、
口
唇
部
は
面
取
り
す
る
。
内
面
口
縁
部
付
近
に
は
横
方
向
の
強
い
ナ
デ
に
よ
り
、
断
面
レ
の
字
の
沈
線
を
施
す
。
内
面
は
ナ
デ
調
整
を
施
す
が
、
全
体
的
に
粗
雑
で
あ
る
。
胎
土
に
は
直
径
一
㎜
以
下
の
金
雲
母
が
多
く
含
ま
れ
る
。
７
は
口
縁
部
が
外
反
す
る
粗
製
の
深
鉢
で
、
口
縁
は
緩
や
か
な
波
状
を
呈
す
と
考
え
ら
れ
る
。
外
面
は
二
枚
貝
条
痕
調
整
だ
が
、
そ
の
調
整
は
粗
く
、
口
唇
部
に
面
取
り
は
施
さ
れ
な
い
。
内
面
は
ナ
デ
お
よ
び
オ
サ
エ
に
よ
り
調
整
し
て
い
る
。
　
８
〜　
は
凹
線
文
系
の
土
器
群
で
あ
る
。
８
は
凹
線
文
系
の
浅
鉢
で
、
口
縁
に
は
１３
半
円
形
突
起
部
を
持
つ
。
外
面
に
は
二
本
に
わ
た
る
凹
線
を
施
し
、
突
起
部
の
直
下
に
は
こ
の
凹
線
を
隔
て
る
よ
う
に
巻
貝
に
よ
る
扇
状
圧
痕
文
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
扇
状
圧
痕
文
の
両
側
に
は
巻
貝
の
殻
頂
部
に
よ
る
刺
突
文
を
施
す
。
体
部
に
は
オ
サ
エ
に
よ
る
調
整
が
み
ら
れ
る
。
内
面
は
全
体
に
わ
た
り
ナ
デ
に
よ
る
調
整
を
施
す
が
、
口
縁
部
付
近
は
ナ
デ
後
オ
サ
エ
を
施
し
、
凹
凸
が
目
立
つ
。
胎
土
中
に
は
直
径
一
㎜
以
下
の
石
英
が
含
ま
れ
る
。
後
期
末
の
宮
滝
式
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
９
は
凹
線
文
系
の
浅
鉢
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
胴
部
が
く
の
字
に
屈
曲
し
、
口
縁
に
向
か
い
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
。
外
面
に
は
三
本
の
凹
線
を
施
し
て
い
る
。
胴
部
お
よ
び
内
面
は
ナ
デ
に
よ
る
調
整
が
み
ら
れ
る
。
凹
線
文
上
に
巻
貝
圧
痕
文
は
み
ら
れ
な
い
が
、
８
同
様
に
宮
滝
式
の
浅
鉢
と
思
わ
れ
る
。　
は
凹
線
文
系
の
深
鉢
１０
の
口
縁
部
で
あ
る
。
口
縁
は
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
外
面
に
は
比
較
的
浅
い
巻
貝
に
よ
る
凹
線
を
三
本
施
し
て
い
る
。
ま
た
外
面
か
ら
施
さ
れ
た
補
修
孔
が
み
ら
れ
る
。
内
面
は
ナ
デ
に
よ
る
調
整
で
あ
る
が
、
口
縁
部
直
下
に
は
一
本
の
浅
い
凹
線
を
施
す
。
胎
土
中
に
は
直
径
○
・
五
㎜
程
度
の
金
雲
母
が
若
干
含
ま
れ
る
。　
１１
は
凹
線
文
系
浅
鉢
の
胴
部
お
よ
び
口
縁
部
付
近
の
破
片
で
あ
り
、
口
径
は
一
六
㎝
前
後
を
測
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
９
同
様
に
胴
部
は
く
の
字
に
屈
曲
し
、
口
縁
は
若
干
内
湾
し
な
が
ら
立
ち
上
が
る
。
外
面
に
は
巻
貝
に
よ
る
三
本
の
凹
線
が
認
め
ら
れ
、
く
の
字
に
屈
曲
す
る
部
分
に
重
な
る
よ
う
に
扇
状
圧
痕
文
を
施
す
。
外
面
胴
部
は
ナ
デ
を
施
し
、
内
面
口
縁
付
近
か
ら
屈
曲
部
に
か
け
て
は
ナ
デ
後
オ
サ
エ
で
調
整
し
、
胴
部
は
オ
サ
エ
に
よ
り
調
整
す
る
。
内
面
は
全
体
的
に
凹
凸
が
目
立
つ
。
胎
土
中
に
は
○
・
五
㎜
以
下
の
石
英
が
認
め
ら
れ
る
。
型
式
的
に
み
れ
ば
宮
滝
式
に
属
す
る
も
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一
三
八
の
で
あ
ろ
う
。　
は
凹
線
文
系
深
鉢
の
口
縁
部
で
あ
る
。
口
縁
は
緩
や
か
に
外
反
し
１２
な
が
ら
立
ち
上
が
り
、
口
唇
部
は
面
取
り
さ
れ
る
。
外
面
口
縁
部
直
下
に
は
三
本
の
凹
線
を
施
し
、
一
部
巻
貝
の
殻
頂
部
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
刺
突
文
が
認
め
ら
れ
る
。
内
外
面
と
も
に
ナ
デ
に
よ
り
調
整
し
て
い
る
。
胎
土
中
に
は
直
径
一
㎜
以
下
の
金
雲
母
お
よ
び
白
色
砂
粒
が
認
め
ら
れ
る
。　
も
凹
線
文
系
深
鉢
の
口
縁
部
で
あ
る
。
口
１３
縁
に
は
半
円
形
突
起
が
付
き
、
こ
の
突
起
に
沿
う
よ
う
に
外
面
口
縁
部
直
下
に
は
凹
線
を
施
す
。
巻
貝
に
よ
る
扇
状
圧
痕
文
を
二
段
に
わ
た
り
施
し
、
さ
ら
に
二
本
の
凹
線
文
を
施
す
。
内
面
は
ナ
デ
後
オ
サ
エ
に
よ
り
調
整
す
る
が
、
外
面
か
ら
の
巻
貝
の
押
圧
に
よ
り
凹
凸
が
目
立
つ
。
胎
土
に
は
直
径
一
㎜
以
下
の
金
雲
母
お
よ
び
白
色
砂
粒
が
多
く
含
ま
れ
る
。
宮
滝
式
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
〜　
は
縁
帯
文
系
土
器
群
で
あ
る
。　
は
口
縁
部
が
肥
厚
し
断
面
Ｔ
字
を
呈
す
１４
２１
１４
深
鉢
で
あ
る
。
肥
厚
す
る
口
縁
部
は
縄
文
（　
）
を
施
し
た
後
に
凹
線
で
区
画
す
る
。
LR
内
外
面
と
も
に
ナ
デ
調
整
を
施
す
が
、
全
体
的
に
調
整
は
粗
雑
で
あ
る
。
後
期
中
葉
津
雲
Ａ
式
で
あ
ろ
う
。　
は
口
縁
部
が
波
状
を
呈
し
肥
厚
す
る
縁
帯
文
系
土
器
の
口
１５
縁
部
で
あ
る
。
肥
厚
す
る
口
縁
部
に
は
右
斜
・
左
斜
と
両
方
が
み
ら
れ
る
縄
文
（　
）
RL
が
施
さ
れ
る
。
そ
の
後
沈
線
に
よ
り
渦
巻
き
文
を
施
す
が
、
こ
の
沈
線
は
粗
雑
で
、
一
部
線
が
途
切
れ
る
部
分
が
み
ら
れ
る
。
内
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
に
よ
り
調
整
す
る
。
津
雲
Ａ
式
。　
は
や
や
波
状
を
呈
す
縁
帯
文
の
深
鉢
の
口
縁
部
で
あ
る
。
肥
厚
す
る
口
１６
縁
部
に
は
縄
文
（　
）
を
施
し
、
波
頂
部
に
は
同
心
円
文
を
施
す
。
波
頂
間
に
は
窓
LR
枠
状
を
呈
す
沈
線
文
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
内
面
は
ナ
デ
調
整
を
施
す
。
胎
土
に
は
直
径
一
㎜
以
下
の
角
閃
石
が
多
く
含
ま
れ
る
。
津
雲
Ａ
式
。　
は
口
縁
が
波
状
を
呈
１７
す
縁
帯
文
系
深
鉢
の
口
縁
部
で
あ
る
。
波
頂
部
に
は
三
点
の
刺
突
文
を
配
し
、
そ
の
下
に
は
縄
文
（　
）
を
施
し
た
後
に
一
本
の
沈
線
を
め
ぐ
ら
す
。
口
唇
部
は
面
取
り
LR
す
る
。
内
面
は
ナ
デ
に
よ
る
調
整
を
施
す
。
津
雲
Ａ
式
と
考
え
ら
れ
る
。　
は
肥
厚
１８
す
る
口
縁
が
、
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
縁
帯
文
系
深
鉢
で
あ
る
。
口
縁
部
は
や
や
丸
み
を
帯
び
る
よ
う
に
肥
厚
し
、
そ
の
外
面
に
は
縄
文
（　
）
を
施
す
。
こ
の
肥
厚
LR
す
る
口
縁
直
下
は
強
く
ナ
デ
を
施
し
、
そ
の
下
部
は
ナ
デ
お
よ
び
オ
サ
エ
で
調
整
す
る
。
内
面
の
口
縁
直
下
は
丁
寧
な
ナ
デ
を
施
す
が
、
そ
れ
以
外
の
調
整
は
粗
雑
で
あ
る
。
津
雲
Ａ
式
か
。　
は
口
縁
部
外
面
が
突
起
状
に
肥
厚
す
る
深
鉢
形
土
器
で
あ
る
。
１９
こ
の
突
起
状
の
口
縁
の
突
出
す
る
頂
部
お
よ
び
口
唇
部
は
欠
損
し
、
突
起
の
中
央
は
空
洞
状
を
呈
す
。
突
起
状
口
縁
部
全
体
に
縄
文
（　
）
を
施
し
、
そ
の
中
を
数
本
の
LR
沈
線
が
め
ぐ
る
。　
は
肥
厚
す
る
口
縁
外
面
の
下
部
に
強
い
ナ
デ
を
施
す
こ
と
に
よ
２０
り
断
面
三
角
形
を
呈
す
深
鉢
の
口
縁
部
で
あ
る
。
口
縁
部
は
外
反
し
な
が
ら
立
ち
上
が
り
、
肥
厚
す
る
口
縁
外
面
に
は
縄
文
（　
）
を
施
す
。
内
外
面
と
も
に
丁
寧
な
ナ
LR
デ
に
よ
り
調
整
し
、
平
滑
で
あ
る
。
胎
土
に
は
直
径
一
㎜
以
下
の
石
英
を
多
く
含
む
。
　
は
く
の
字
に
強
く
屈
曲
す
る
注
口
土
器
の
体
部
と
考
え
ら
れ
る
。
外
面
に
は
横
お
２１よ
び
斜
め
方
向
に
め
ぐ
る
沈
線
を
施
し
、
一
部
に
は
刺
突
文
も
認
め
ら
れ
る
。
内
面
は
丁
寧
な
ナ
デ
調
整
を
施
す
。
　
　
お
よ
び　
は
後
期
前
葉
に
比
定
さ
れ
る
磨
消
縄
文
系
の
土
器
で
あ
る
。　
は
口
２２
２３
２２
縁
が
や
や
外
反
し
な
が
ら
立
ち
上
が
り
、
若
干
尖
り
気
味
の
口
唇
部
を
も
つ
深
鉢
形
土
器
で
あ
る
。
口
縁
部
付
近
に
は
上
下
二
段
の
文
様
帯
が
あ
り
、
下
段
の
も
の
に
は
横
長
の
Ｊ
字
文
を
施
す
。
内
外
面
と
も
に
丁
寧
に
ミ
ガ
キ
を
施
し
、
平
滑
と
な
る
。
器
面
に
「
大
正
七
年
七
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
串
氏
の
第
二
回
発
掘
時
出
土
の
土
器
で
あ
ろ
う
。　
は
口
縁
が
外
反
し
な
が
ら
立
ち
上
が
り
、
先
端
が
や
２３
や
尖
り
気
味
の
磨
消
縄
文
系
の
土
器
の
口
縁
部
で
あ
る
。
外
面
に
施
さ
れ
る
磨
消
縄
文
は
三
本
一
単
位
の
沈
線
で
区
画
す
る
。
口
唇
部
に
も
斜
め
方
向
の
沈
線
を
施
す
。
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一
三
九
ま
た
、
内
面
口
縁
部
直
下
に
も
一
本
の
沈
線
が
め
ぐ
る
。
内
外
面
と
も
に
丁
寧
に
ミ
ガ
キ
調
整
を
施
し
、
器
壁
は
平
滑
で
あ
る
。
福
田
Ｋ
Ⅱ
式
か
。
　
　
と　
は
中
期
の
土
器
で
あ
る
。　
は
キ
ャ
リ
パ
ー
形
の
深
鉢
の
頸
部
で
あ
ろ
う
。
２４
２５
２４
屈
曲
部
を
境
と
す
る
頸
部
上
半
に
は
磨
消
縄
文
を
充
填
し
、
下
半
に
は
縦
方
向
の
沈
線
を
施
す
。
内
面
は
オ
サ
エ
お
よ
び
ヨ
コ
ナ
デ
に
よ
り
調
整
す
る
。
胎
土
内
に
は
直
径
二
㎜
程
度
の
比
較
的
大
粒
の
白
色
砂
粒
が
目
立
つ
。　
は
中
期
後
半
に
比
定
さ
れ
２５
る
里
木
Ⅱ
式
の
深
鉢
の
胴
部
片
で
あ
ろ
う
。
外
面
に
は
平
行
沈
線
を
施
し
、
そ
の
間
に
は
刺
突
文
を
施
す
。
内
面
は
丁
寧
に
ナ
デ
を
施
し
平
滑
に
し
て
い
る
。
　
　
〜　
は
時
期
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
土
器
群
で
あ
る
。　
は
や
や
外
反
す
る
口
２６
２８
２６
縁
の
外
面
が
若
干
肥
厚
す
る
深
鉢
形
土
器
の
口
縁
部
で
あ
る
。
肥
厚
す
る
口
縁
部
外
面
に
は
、
箆
状
工
具
で
施
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ハ
の
字
状
の
沈
線
を
、
口
縁
部
を
め
ぐ
る
よ
う
に
施
し
て
い
る
。
肥
厚
す
る
口
縁
部
直
下
か
ら
頸
部
に
か
け
て
も
縦
方
向
の
沈
線
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
期
中
頃
の
縁
帯
文
の
可
能
性
が
高
い
。　
２７
は
縄
文
地
（　
）
に
弱
い
ナ
デ
を
施
し
た
深
鉢
形
土
器
の
胴
部
と
考
え
ら
れ
る
。
内
LR
面
に
は
縦
方
向
の
ケ
ズ
リ
を
施
す
。　
は
深
鉢
形
土
器
の
体
部
で
あ
ろ
う
。
外
面
は
２８
縄
文
地
（　
）
に
ナ
デ
を
施
し
て
お
り
、
一
部
は
縄
文
が
ナ
デ
消
さ
れ
て
い
る
。
内
LR
面
は
ナ
デ
後
オ
サ
エ
に
よ
り
調
整
を
施
し
て
い
る
。
　
　
〜　
は
土
器
の
底
部
で
あ
る
。　
は
凹
底
で
底
面
か
ら
垂
直
に
一
・
五
㎝
ほ
ど
２９
３５
２９
立
ち
上
が
り
、
そ
の
後
外
反
し
な
が
ら
胴
部
へ
と
続
い
て
ゆ
く
。
底
面
は
丁
寧
に
調
整
し
、
平
滑
で
あ
る
。
内
面
は
ナ
デ
調
整
を
施
し
、
そ
れ
に
伴
う
削
痕
が
み
ら
れ
る
。
外
面
に
は
縦
方
向
の
削
痕
が
目
立
つ
。　
も
凹
底
で
あ
り
、
底
面
か
ら
胴
部
に
向
い
３０
緩
や
か
に
外
反
し
な
が
ら
立
ち
上
が
る
。
底
面
お
よ
び
内
面
の
調
整
は
丁
寧
で
、
器
面
は
平
滑
で
あ
る
。
外
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
に
よ
る
調
整
を
施
す
。　
は
凹
底
で
、
底
面
３１
か
ら
胴
部
に
向
け
て
外
反
し
な
が
ら
立
ち
上
が
る
。
内
外
面
と
も
に
ナ
デ
調
整
を
施
す
。　
は
や
や
凹
底
気
味
で
あ
る
が
、
凹
み
は
非
常
に
浅
い
。
底
面
か
ら
胴
部
に
向
３２
か
い
外
反
し
な
が
ら
立
ち
上
が
る
。
調
整
は
内
外
面
と
も
に
オ
サ
エ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。　
は
凹
底
で
あ
り
、
脚
部
の
端
部
が
ユ
ビ
オ
サ
エ
に
よ
り
刻
目
状
を
呈
す
。
３３
底
面
か
ら
二
㎝
ほ
ど
は
緩
や
か
に
外
反
し
、
そ
の
後
胴
部
に
向
け
て
強
く
外
反
し
て
ゆ
く
。
内
外
面
と
も
に
オ
サ
エ
お
よ
び
ナ
デ
に
よ
る
調
整
を
施
す
。　
は
底
面
外
縁
３４
を
指
で
摘
み
、
脚
部
を
造
り
出
す
。
脚
部
の
端
部
か
ら
一
㎝
ほ
ど
や
や
内
湾
し
な
が
ら
立
ち
上
が
り
、
そ
の
後
外
反
す
る
。
脚
部
外
面
に
は
は
っ
き
り
と
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
痕
が
残
る
。
内
面
は
オ
サ
エ
に
よ
る
調
整
だ
が
粗
雑
で
あ
る
。　
は
唯
一
の
平
底
で
３５
あ
る
。
底
面
か
ら
一
・
三
㎝
ほ
ど
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
り
、
そ
の
後
外
反
す
る
。
底
面
・
外
面
と
も
に
ナ
デ
に
よ
る
調
整
で
、
内
面
は
摩
滅
が
著
し
い
。
　
　
は
土
偶
頭
部
で
あ
る
（
本
山
番
号
五
一
一
）。
鼻
か
ら
下
が
欠
損
し
て
お
り
、
３６
全
体
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。
頭
部
は
半
円
形
を
呈
し
、
粘
土
紐
を
Ｔ
字
に
貼
り
付
け
る
こ
と
で
眉
お
よ
び
鼻
を
表
現
し
て
い
る
が
、
右
眉
の
半
分
は
欠
損
し
て
い
る
。
目
は
刻
線
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
遺
存
高
は
六
・
五
五
㎝
で
あ
る
。
　
　
・　
（
本
山
番
号
五
八
一
）
は
人
骨
に
装
着
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
ハ
マ
グ
３７
３８
リ
製
の
貝
輪
で
あ
る
。　
は
右
腕
に
は
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
縦
七
・
四
㎝
、
横
３７
径
六
・
〇
㎝
で
あ
る
。　
は
左
腕
装
着
の
も
の
で
、
縦
七
・
一
㎝
、
横
径
五
・
七
㎝
３８
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
貝
輪
は
大
正
八
年
十
二
月
に
長
谷
部
言
人
氏
が
行
っ
た
発
掘
の
第
三
号
人
骨
の
前
膊
部
左
右
に
、
一
つ
づ
つ
装
着
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ 
る 
。
　
⑧
　
次
に
、
石
器
類
に
関
し
て
そ
の
観
察
結
果
を
述
べ
る
（
計
測
値
の
詳
細
は
表
２
参
照
）。　
は
玄
武
岩
製
の
敲
石
で
あ
る
（
本
山
番
号
五
九 
五 
）。
長
さ
八
・
七
㎝
、
幅
　
⑨
３９
五
・
八
㎝
、
厚
さ
四
・
七
㎝
、
重
さ
二
九
三
ｇ
を
測
り
、
下
端
は
欠
損
す
る
。
上
部
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一
四
〇
先
端
で
敲
打
し
た
と
考
え
ら
れ
、
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
　
　
は
花
崗
岩
製
の
石
錘
で
あ
る
（
本
山
番
号
五
九
五
）。
長
さ
九
・
一
㎝
、
幅
４０
五
・
二
㎝
、
厚
さ
四
・
二
㎝
、
重
さ
二
八
○
ｇ
を
測
る
。
明
確
な
切
目
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
上
部
先
端
に
は
線
刻
状
の
凹
み
が
確
認
で
き
、
下
部
先
端
に
も
凹
み
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
自
然
の
も
の
で
は
な
く
使
用
痕
を
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
右
側
縁
に
は
約
一
の
凹
み
が
、
左
側
縁
中
央
部
か
ら
や
や
上
部
に
も
同
様
の
凹
み
が
認
め
ら
れ
、
両
者
と
も
そ
れ
に
伴
う
使
用
痕
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
長
軸
・
短
軸
双
方
に
縄
掛
け
用
の
凹
み
を
施
し
た
石
錘
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
下
端
に
は
楕
円
形
を
呈
す
る
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
が
、
石
器
の
機
能
と
は
無
関
係
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
は
石
核
で
あ
る
（
本
山
番
号
五
九
五
）。
長
さ
九
・
五
㎝
、
幅
九
・
二
㎝
、
厚
４１
さ
四
・
四
㎝
、
重
さ
五
○
六
ｇ
を
測
り
、
ほ
ぼ
円
形
を
呈
す
る
。
表
面
中
央
部
お
よ
び
裏
面
中
央
部
と
右
下
端
部
に
は
広
い
原
礫
面
を
残
す
。
打
撃
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
表
裏
面
と
も
に
縁
辺
部
か
ら
の
打
撃
に
よ
り
、
幾
枚
も
の
剥
離
面
が
重
な
る
。
　
　
〜　
は
削
器
、
剥
片
お
よ
び
楔
形
石
器
で
あ
る
。　
は
表
面
に
原
礫
面
を
残
す
４２
６０
４２
剥
片
で
あ
る
。
下
端
は
切
断
さ
れ
て
お
り
、
明
確
な
打
面
調
整
は
認
め
ら
れ
な
い
。
　
は
表
面
に
一
枚
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を
残
す
剥
片
で
あ
る
。
裏
面
に
は
原
礫
面
を
４３残
す
。　
は
表
面
右
側
縁
お
よ
び
下
端
、
裏
面
左
側
縁
に
剥
離
痕
を
残
す
削
器
で
あ
４４
る
。
裏
面
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
が
一
枚
認
め
ら
れ
る
。　
は
表
裏
面
と
も
ポ
ジ
テ
４５
ィ
ブ
な
面
を
残
す
削
器
で
あ
る
。
上
端
半
分
と
表
面
左
側
は
切
断
さ
れ
る
。
上
端
に
は
表
裏
面
と
も
幾
枚
か
の
剥
離
痕
が
残
る
。　
は
裏
面
左
側
縁
上
端
に
被
熱
痕
を
残
４６
す
剥
片
で
あ
る
。
表
面
右
側
上
部
・
下
部
と
も
に
欠
損
す
る
。　
は
表
面
に
ネ
ガ
テ
４７
ィ
ブ
な
面
を
一
枚
残
す
剥
片
で
あ
る
。
表
面
に
数
枚
の
剥
離
痕
が
残
り
、
お
そ
ら
く
削
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。　
は
裏
面
に
打
点
を
残
す
削
器
で
あ
る
。
４８
裏
面
左
側
縁
上
部
に
剥
離
痕
が
認
め
ら
れ
る
。　
は
右
側
縁
に
原
礫
面
を
つ
け
る
剥
４９
片
で
あ
る
。
裏
面
に
広
く
石
核
底
面
を
残
す
。　
は
裏
面
に
広
く
石
核
底
面
を
残
す
５０
剥
片
で
あ
る
。
表
面
下
端
に
原
礫
面
を
つ
け
る
。　
は
表
面
左
側
縁
に
剥
離
面
を
幾
５１
枚
も
残
す
ラ
ウ
ン
ド
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
で
あ
る
。
表
面
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を
一
枚
残
す
。　
（
本
山
番
号
五
九
四
）
は
表
面
左
側
縁
お
よ
び
裏
面
左
側
縁
に
剥
離
面
５２
を
残
す
削
器
で
あ
る
。
右
側
縁
下
端
お
よ
び
下
端
は
切
断
さ
れ
る
。　
（
本
山
番
号
５３
五
九
四
）
は
表
面
左
側
縁
お
よ
び
裏
面
両
側
縁
に
幾
枚
の
剥
離
面
を
残
す
削
器
で
あ
る
。
裏
面
に
は
打
点
付
近
の
面
を
一
枚
残
す
。　
は
チ
ャ
ー
ト
製
の
削
器
で
あ
る
。
５４
裏
面
右
側
縁
に
数
枚
の
剥
離
面
を
残
し
、
下
端
部
は
切
断
さ
れ
る
。　
は
表
面
に
ポ
５５
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を
一
枚
残
す
剥
片
で
あ
る
。
右
側
縁
下
端
は
欠
損
す
る
。　
は
表
面
５６
右
側
縁
お
よ
び
裏
面
左
側
縁
に
剥
離
痕
を
残
す
削
器
で
あ
る
。
打
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。　
は
表
面
左
側
縁
お
よ
び
裏
面
右
側
縁
に
剥
離
面
を
残
す
削
器
で
あ
る
。
上
端
５７
お
よ
び
下
端
は
調
整
後
切
断
さ
れ
る
。　
は
明
確
な
打
点
お
よ
び
打
面
調
整
が
認
め
５８
ら
れ
な
い
剥
片
で
あ
る
。
剥
離
面
は
何
枚
か
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
何
を
意
図
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。　
は
表
面
右
側
縁
お
よ
び
裏
面
左
側
縁
、
上
端
に
剥
離
５９
面
を
幾
枚
も
認
め
ら
れ
る
削
器
で
あ
る
。
裏
面
に
は
打
面
が
一
枚
認
め
ら
れ
る
。
下
端
は
欠
損
す
る
。　
は
唯
一
の
楔
形
石
器
で
あ
る
。
裏
面
に
石
核
面
を
残
し
、
表
面
６０
下
端
か
ら
打
撃
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
表
面
左
側
縁
に
は
裏
面
か
ら
の
剥
離
痕
が
み
ら
れ
、
裏
面
左
側
縁
に
は
表
面
か
ら
の
細
か
い
剥
離
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
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一
四
一
四　
ま
と
め
　
以
上
、
関
西
大
学
博
物
館
所
蔵
の
津
雲
貝
塚
出
土
資
料
を
観
察
し
、
そ
の
結
果
を
述
べ
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。
　
今
回
図
化
し
た
中
で
、
最
も
数
が
多
か
っ
た
の
が
土
器
で
あ
る
。
総
点
数
で
三
五
点
を
数
え
、
そ
の
時
期
は
縄
文
中
期
か
ら
晩
期
前
半
に
お
よ
ぶ
。
早
期
に
属
す
る
土
器
の
出
土
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
津
雲
貝
塚
は
縄
文
早
期
か
ら
晩
期
に
お
よ
ぶ
長
い
間
、
人
々
の
生
活
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　
こ
れ
ら
の
土
器
の
中
で
も
、
晩
期
前
半
の
幼
児
甕
棺
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
土
器
お
よ
び
同
じ
く
晩
期
前
半
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
甕
被
葬
に
使
用
さ
れ
た
深
鉢
形
土
器
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
類
例
は
、
縄
文
時
代
晩
期
の
埋
葬
形
態
の
多
様
性
を
示
し
、
当
時
の
人
々
の
死
者
に
対
す
る
観
念
を
推
定
す
る
際
に
も
、
重
要
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
　
甕
棺
は
従
来
、
幼
少
に
し
て
亡
く
な
っ
た
幼
児
を
埋
葬
す
る
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
成
人
の
骨
の
一
部
を
埋
葬
し
た
甕
棺
（
土
器
棺
）
も
、
当
該
期
に
お
い
て
の
検
出
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
山
陽
地
方
で
は
、
晩
期
の
墓
址
の
検
出
例
は
少
な
い
が
、
近
畿
地
方
で
は
晩
期
中
葉
に
は
土
器
棺
墓
が
数
多
く
検
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
人
骨
を
納
め
た
も
の
も
存
在
す
る
。
当
甕
棺
同
様
に
乳
児
の
全
骨
格
を
埋
葬
す
る
も
の
に
加
え
、
成
人
骨
の
一
部
を
納
め
る
例
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
畿
地
方
に
お
い
て
両
者
は
併
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
山
陽
地
方
に
お
い
て
も
そ
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
幼
児
甕
棺
は
、
幼
少
に
し
て
亡
く
な
っ
た
乳
幼
児
の
み
を
対
象
と
し
た
埋
葬
形
態
で
は
な
く
、
成
人
骨
の
一
部
を
納
め
た
再
葬
墓
と
し
て
の
機
能
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
両
者
の
関
連
性
と
い
う
点
か
ら
議
論
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
甕
被
葬
は
、
先
述
の
よ
う
に
大
阪
府
国
府
遺
跡
で
の
前
期
の
例
が
著
名
で
あ
り
、
前
期
か
ら
晩
期
に
わ
た
る
長
い
間
み
ら
れ
る
埋
葬
形
態
の
可
能
性
が
高
い
。
同
様
の
類
例
と
し
て
、
愛
知
県
吉
胡
貝
塚
、
同
稲
荷
山
貝
塚
と
当
津
雲
貝
塚
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
類
例
も
限
ら
れ
、
各
遺
跡
の
埋
葬
人
骨
の
装
飾
品
の
有
無
、
人
骨
の
人
類
学
的
特
徴
な
ど
と
の
関
連
性
も
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
機
能
お
よ
び
縄
文
社
会
に
お
け
る
位
置
な
ど
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
人
骨
頭
部
に
被
覆
さ
れ
た
土
器
は
、
単
に
頭
部
を
保
護
す
る
た
め
の
み
の
も
の
で
あ
り
、
従
来
は
草
木
で
覆
っ
て
い
た
も
の
を
、
甕
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
に
落
着
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
石
野
一
九
九
八
）。
同
様
の
類
例
の
集
積
が
俟
た
れ
る
。
　
こ
れ
ま
で
、
津
雲
貝
塚
出
土
の
資
料
の
提
供
す
る
重
要
性
は
、
そ
こ
か
ら
出
土
し
た
数
多
く
の
人
骨
の
分
析
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
津
雲
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
早
期
か
ら
晩
期
に
ま
で
わ
た
り
、
そ
れ
ら
の
提
供
す
る
情
報
が
縄
文
社
会
の
実
情
を
解
明
す
る
際
に
担
う
役
割
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。
ま
た
、
人
骨
の
出
土
状
況
か
ら
当
時
の
埋
葬
形
態
の
多
様
性
が
看
取
で
き
、
考
古
学
に
お
い
て
最
も
そ
の
復
元
が
困
難
と
さ
れ
る
精
神
世
界
に
つ
い
て
も
、
有
益
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
る
。
発
掘
調
査
の
詳
細
を
記
録
す
る
報
告
書
等
が
少
な
い
点
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
人
骨
以
外
の
出
土
遺
物
の
所
在
も
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
遺
物
を
詳
細
に
観
察
・
検
討
す
る
こ
と
で
津
雲
貝
塚
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
小
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
関
西
大
学
博
物
館
の
山
口
卓
也
氏
よ
り
、
種
々
ご
配
慮
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
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






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一
四
二
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
﹇
註
﹈
①　
こ
の
新
聞
記
事
の
内
容
は
、
京
都
帝
国
大
学
の
内
田
寛
一
氏
が
同
年
六
月
一
七
―
二
一
日
に
か
け
て
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
出
土
し
た
人
骨
に
つ
い
て
の
談
話
で
あ
る
。
②　
当
時
津
雲
貝
塚
に
お
け
る
発
掘
調
査
の
成
果
は
、
出
土
し
た
人
骨
が
他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
大
量
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
考
古
学
的
と
い
う
よ
り
は
人
類
学
的
に
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
議
論
の
焦
点
は
日
本
民
族
の
起
源
に
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、
津
雲
貝
塚
出
土
の
人
骨
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
調
査
の
成
果
を
詳
細
に
記
録
し
た
報
告
書
等
の
資
料
は
、
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
が
刊
行
し
た
『
備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
発
掘
報
告
』
と
清
野
謙
次
氏
の
『
日
本
貝
塚
の
研
究
』
の
み
で
あ
る
。
③　
清
野
博
士
の
調
査
以
外
の
も
の
も
含
め
る
と
一
七
四
体
を
数
え
る
。
④　
津
雲
貝
塚
出
土
の
人
骨
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
参
考
文
献
の
３
、
５
、
７
〜　
、
１４
　
が
挙
げ
ら
れ
る
。
１９
⑤　
今
回
小
稿
で
対
象
と
し
た
の
は
縄
文
時
代
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
遺
物
の
み
で
あ
り
、
ま
た
、
細
片
の
た
め
図
化
し
得
な
か
っ
た
土
器
片
が
数
点
存
在
す
る
。
⑥　
石
野
博
信
氏
は
「
口
縁
端
部
を
観
察
す
る
と
２
ヶ
所
に　
㎝
と
５
㎝
余
の
欠
失
部
分
１５
が
あ
り
、　
㎝
余
の
部
分
に
突
起
が
あ
っ
た
と
し
て
も
３
基
に
は
な
り
得
な
い
。」（
石
１５
野
一
九
九
八
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
本
文
中
で
述
べ
た
理
由
で
突
起
は
三
基
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
⑦　
参
考
文
献
１
参
照
⑧　
こ
れ
ら
の
貝
輪
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
石
野
博
信
氏
が
関
西
大
学
博
物
館
の
資
料
図
録
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。『
本
山
考
古
室
要
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
貝
輪
を
装
着
し
た
人
骨
は
第
三
人
骨
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告　
第
五
冊
』
に
よ
れ
ば
、
清
野
氏
の
第
三
号
人
骨
に
は
貝
輪
の
装
着
が
な
い
が
、
長
谷
部
氏
が
発
掘
し
た
第
三
人
骨
に
は
左
右
腕
部
に
一
つ
づ
つ
の
貝
輪
が
装
着
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
石
野
氏
は
本
例
の
貝
輪
は
長
谷
部
氏
第
三
号
人
骨
装
着
の
も
の
と
考
定
し
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
も
石
野
氏
の
指
摘
に
矛
盾
は
な
く
、
妥
当
と
考
え
る
た
め
こ
の
考
定
に
従
っ
た
。
⑨　
本
山
番
号
五
九
五
番
の
石
器
は
『
本
山
考
古
室
要
録
』
に
、
大
正
八
年
七
月
二
五
日
貝
層
上
部
出
土
と
の
記
載
が
あ
る
た
め
、
大
串
氏
第
三
回
発
掘
の
出
土
品
で
あ
ろ
う
。
【
参
考
文
献
】
１
、
石
野
博
信　
一
九
九
八　
「
一
○　
貝
輪
」「
一
一　
甕
棺
」『
関
西
大
学
博
物
館
資
料
図
録
』
２
、
大
串
菊
太
郎　
一
九
二
○　
「
津
雲
貝
塚
及
河
内
國
国
府
石
器
時
代
遺
跡
に
對
す
る
二
三
の
私
見
」『
民
族
と
歴
史
』
第
三
巻
第
四
号
３
、
岡
本
辰
之
輔
・
関
政
則　
一
九
三
○　
「
津
雲
貝
塚
人
人
骨
の
身
体
各
部
比
例
に
就
て
」『
人
類
学
雑
誌
』
第
四
五
巻
第
二
号
４
、
内
田
寛
一　
「
二
千
年
前
の
枯
骨
」（
大
正
四
年
八
月
十
日
大
阪
朝
日
新
聞
掲
載
）
５
、
金
高
勘
次
・
三
宅
宗
悦
・
真
岡
亀
四
郎　
一
九
三
八
「
津
雲
貝
塚 
幹
骨
の
研
究
」
『
人
類
学
輯
報
』
第
一
輯
６
、
喜
田
貞
吉　
一
九
一
九　
「
津
雲
貝
塚
発
掘
史
」『
民
族
と
歴
史
』
第
二
巻
第
五
号
７
、
清
野
謙
次
・
宮
本
博
人　
一
九
二
六
ａ
「
津
雲
貝
塚
人
頭
蓋
骨
の
研
究
」『
人
類
学
雑
誌
』
第
四
三
号
第
三
―
四
号
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一
四
三
８
、
清
野
謙
次
・
宮
本
博
人　
一
九
二
六
ｂ　
「
津
雲
石
器
時
代
人
は
ア
イ
ヌ
な
り
や
」
『
考
古
学
雑
誌
』
第
一
六
巻
第
八
号
９
、
清
野
謙
次
・
宮
本
博
人　
一
九
二
六
ｃ　
「
再
び
津
雲
貝
塚
人
の
ア
イ
ヌ
人
に
非
ら
ざ
る
理
由
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
一
六
巻
第
九
号
　
、
清
野
謙
次
・
平
井
隆　
一
九
二
八　
「
津
雲
貝
塚
人
上
肢
骨
の
研
究
」『
人
類
学
雑
１０
誌
』
第
四
三
号
第
三
附
録
　
、
清
野
謙
次
・
平
井
隆　
一
九
二
八　
「
津
雲
貝
塚
人
下
肢
骨
の
研
究
第
一
」『
人
類
学
１１
雑
誌
』
第
四
三
号
第
四
附
録
　
、
清
野
謙
次
・
平
井
隆　
一
九
二
八　
「
津
雲
貝
塚
人
下
足
骨
の
研
究
第
二
」『
人
類
学
１２
雑
誌
』
第
四
三
号
第
五
附
録
　
、
清
野
謙
次
・
平
井
隆
・
関
政
則　
一
九
二
九　
「
四
肢
骨
の
研
究
に
基
づ
け
る
日
本
１３
石
器
時
代
人
種
論
」『
人
類
学
雑
誌
』
第
四
四
巻
第
六
号
　
、
清
野
謙
次　
一
九
三
○　
「
日
本
石
器
時
代
人
類
」『
岩
波
講
座
生
物
学
』
１４
　
、
清
野
謙
次　
「
津
雲
貝
塚
の
発
掘
」（
大
正
八
年
十
月
五
日
大
阪
朝
日
新
聞
掲
載
）
１５
　
、
清
野
謙
次　
一
九
六
八　
「
備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
西
大
島
字
津
雲
貝
塚
」『
日
本
貝
１６
塚
の
研
究
』
　
、
島
田
貞
彦
・
清
野
謙
次
・
梅
原
末
治　
一
九
二
○　
「
備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
１７
貝
塚
発
掘
報
告
」『
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
』
第
五
冊
　
、
末
永
雅
雄　
一
九
三
五　
『
本
山
考
古
室
要
録
』
１８
　
、
田
幡
丈
夫　
一
九
二
八　
「
津
雲
貝
塚
人
骨
骨
盤
の
研
究
」『
人
類
学
雑
誌
』
第
四
三
１９
号
第
七
附
録
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一
四
四表２　津雲貝塚出土石器観察表
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一
四
五
第３図　津雲貝塚出土遺物実測図
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一
四
六
第４図　津雲貝塚出土遺物実測図
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一
四
七
第５図　津雲貝塚出土遺物実測図
３ ５
４
７６
８
９ １０
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一
四
八
第６図　津雲貝塚出土遺物実測図
２６
１４ １５ １６
１９１８
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２０ ２１
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一
四
九
第８図　津雲貝塚出土遺物実測図
第７図　津雲貝塚出土遺物実測図
２９ ３０ ３１
３２ ３３ ３４
３５
３６
３７
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第９図　津雲貝塚出土遺物実測図
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第１０図　津雲貝塚出土遺物実測図
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